






(要約)高度肥満小児に対し、肥満の発生時期と、誘因、合併症の有無について検討した。

その結果、高度肥満小児の肥満発生時期は乳幼児期に多く、肥満の家族歴を有する例に、

疾病罹患や過食の励行、社会的要因などの誘因が加わって発生していることが分かった。

高度肥満小児は、肥満による合併症を有する例が多く、高度肥満になりやすい特徴を有す

る児では、特に予防が大切と考えられた。 


